





































気転移浪度 TM)の漉度変化を示してある｡NO.R測定の結果は Mdssbauer効果で測定された TM(口)
と一致している｡一方 Coで置換した系で､緩和率はほとんどは度変化していない｡このため Coで
置換した系で磁気転移は起こらないと考えられる｡
図5に Feで置換した系での TM以上 (a)と TM以下 (l)での共鳴線を示す｡TM以下で幅は広
がり､その差は Fe漉度に比例している｡この低塩での共鳴線の幅の広がりu Feモーメントの凍結
によりCuサイトに誇超された内部磁場によるものと思われる｡その大きさは X=0.033で約1.6kOe
であり､SニI/2の局在スピンが磁気秩序状態で onsiteの (:り核につくる内部磁場 80kOeに比べ非
常に小さい｡
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